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◆教育活動的側面と研究的側面からの意図・目的 

教育は未来からの負託である。これからの時代においては、膨大な知識や情報を共有し、予測不能な課題や困難を

克服していかなければならない。予測できない未来に対応する最善の方法は、子供たち自らが新たな価値を生み出

すことで、能動的に未来を創造し、次代を切り拓くことである。 

本校では【子供は未来の守護者】を第一義とし、社会を創造し、未来を生き抜く力を醸成している。自ら学びに向か

い、創造力・表現力に富み、正解のない課題に納得解・最善解を導き、新たな価値を創造する力である。そのために

は、これからの時代を生きていく上で基盤となる資質・能力を確実に育成することが何よりも不可欠である。 

本研究では、情報活用能力や情報機器が、情報源を豊かにし、多様な情報を整理・分析し、納得いくまで表現の試行

錯誤をしやすくしてくれる有効的な手段であるとの認識の下、ＩＣＴを活用した情報活用能力の育成を最重要課題とし、

論理的に思考し、新たな価値を創造する力を養うことを目指す。 

 

◆研究に取り組む経緯・背景 

令和３・４年度昭島市教育委員会研究指定校として、学習の基盤となる３つの資質・能力として、言語能力、情報活用

能力、問題発見・解決能力の育成に努め、すべての学びの基盤としての『言語メソッド』、見方・考え方を深める『情報

メソッド』、学びの本質を変える『探究メソッド』を研究してきた。具体的には、「短作文チャレンジノート」や「思索チャレ

ンジコンテスト」の実施、「教育の情報化ガイドブック」の作成、【ふじみ探究ノート】などを開発した。 

とりわけ、【ふじみ探究ノート】を活用して、課題設定から課題解決の様々な思考ツール、まとめの方法まで、子供たち

自身が系統的に探究学習を進めることができるように授業を展開している。探究的な学びは、学習の基盤となる３つ

の資質・能力を統合的に活用し、課題設定から表現するまでのサイクルを発展的に繰り返すことで、正解のない問い

に向き合い、自己の在り方、生き方を考え、自らの可能性に気付く学びである。また、今年度は、探究学習の糸口に

つながるものとして、全児童が「図書館を使った調べる学習コンクール」に取り組んだ。 

 

◆目的に対する実践の具体的な活動内容 

上記の目標達成のために、次年度は、探究的な学びにプログラミング教育の視点を取り入れた「学びを深める教育課

程」を開発し、情報活用能力とプログラミング的思考の体系的な指導に焦点を当て、探究的な学びを推進する。 

とりわけ、６年間のプログラミング教育の指導計画を再構築し、【ふじみ探究ノート】を活用しながら、すべての教科等

において、アンプラグドプログラミング、ビジュアルプログラミング、フィジカルプログラミングを発達段階に応じて適切

に取り入れた授業を展開することで、子供たちの探究的な学びを推進する。 

具体的には、「あったらいいな」「できたらいいな」をキーワードに、未来の社会を担う子供たちが論理的に思考し、新

たな価値を創造する力を養うために、ソニープロダクトの「MESH」を活用する。やりたいことをプログラミングで直感的

に、手軽に組み立てることで、試行錯誤を繰り返し、失敗と成功の体験を積み重ねることで、プログラミングとものづく

りを通して、目指す資質・能力の育成に努める。 

 

◆目的に対する成果目標・評価手法、期待される波及効果 

本校では、全学級で週１回『作文チャレンジ』に取り組んでいる。毎回異なるテーマや条件を設定し、論理的思考、感

性情緒の基盤、伝え合いの道具としての言語、それらの力を「書くこと」で育成する取組である。また、学びの集大成と

して、夏に「図書館を使った調べる学習コンクール」に参加、１月には「思索チャレンジコンテスト」を実施している。テー

マに向き合い、思索し、自分の考えを自分の言葉で表現している。評価手法の一つとして、北里大学の「児童期の書く

力の質的発達と個人差規定因としての実行機能」の研究に協力し、学力の側面から定量的に検証している。本研究も

単体で成果が出るものではなく、これらのすべての教育活動とつながっており、総合的に評価することで、児童の情報

活用能力の変容とともに、問題発見・解決能力、新たな価値を創造する力の育成を見取ることができる。本校では全

ての教育活動をホームページで公開しており、本研究の成果も他校の教育課程の展開に寄与できるものと考える。 
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◆研究実施計画                             ※欄には、「助成金使途内訳」の※欄の入力と符合した番号を記入ください。 

目的に対する具体的な取り組み内容・方法 

（評価と公開のための活動等も含めて記載、図貼り付け可） 

助成金 

活用内容 
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学校概要 

 

(令和４年度) 

① 通常の学級 １０学級、特別支援学級 ６学級、合計１６学級 

② 通常の学級 ２８１人、特別支援学級 ４６人、合計３２７名 

③ 校長１人、副校長１人、教員２５人、他の職員３６人  

④ 学校経営計画における情報教育の位置付け 

A) 学習指導の情報化 …ICT 活用、情報ﾘﾃﾗｼｰ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ、探究活動 

B) 特別支援教育の情報化 …個のニーズに応じた支援、指導 

C) 授業以外の情報化 …授業準備・校務の情報化、学校の情報公開 

研究推進 

の概要 

 
カリキュラム・マネジメント 

 

 

 

 

 

 

 

研究の重点 

 

研究組織・体制 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ環境の現状 

全教室：大型モニター、実物投影機    全児童：１人１台の Chromebook 

全教員：１人１台の校務用 PCと iPad    ＰＣ室：４０台のタブレット 

研究計画 

内容方法 

（評価） 

 

 

 

言語能力の育成 課題解決能力の育成 情報活用能力育成 

学校図書館活用を核と

し、言葉で考え、感じ、

表現する力を育成。 

対話や協働を通して、

思索、表現し、納得解を

生み出す力を育成。 

ICTを活用して、論理的

に思考し新しい価値を 

創造する力を育成。 

クレヨンや粘土と同じように、表現や創作手段のひとつと

してプログラミングを通して、論理的な思考や問題を解決

する力、他者と協働し新しい価値を創造する力を育成する。 

学習指導の情報化 

特別支援教育の情報化 

授業以外の情報化 

学力向上部 

特別支援教育部 

学校経営支援部 
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情報活用・プロ

グラミングによ

る探究学習推進 

 

 研究内容 情報教育（授業実践） 関連事項（全児童参加） 

前年度 

次年度教育課程の策定 
・情報活用能力指導計画 

・プログラミング指導計画 

・探究学習指導計画 

情報活用能力の確認 

（質問紙調査） 

・学習発表会（公開） 
振り返りと成果発表 

次年度探究学習の見通し 

１学期 

研究の方向性・内容・指導

計画等の確認 
 
MESHを活用した探究学

習の指導方法等の研究 

全教科等におけるプログ

ラミング教育 
 

生活科・総合的な学習の時

間を中心とした探究学習 

→MESHを活用したプロ 

グラミングによる探究 

学習 
 

児童の変容の観察記録 

・昭島市民図書館による 

 調べ学習お助け隊 

２学期 

各学年の指導状況の共通

理解と改善の検討 
 
外部講師による研修会と

指導状況の成果検証 

・読書感想文 

・図書館を使った調べる学

習コンクール 

３学期 

研究成果と課題の検証 
 
学校ホームページ上に成

果発表 
 
指導計画等の改善 

全学級で研究授業（公開） 
 

情報活用能力の検証 

（質問紙調査） 

・ふじみ思索コンテスト 

・北里大学研究室による 

読解力調査 

・学習発表会（公開） 

次年度 成果検証に基づく改善と、さらなる探究学習の実践 前年度同様 


